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2017-2018 

第 4 回複合地区ＹCＥ委員長【ウェブ】連絡会議要録 
 

◎日  時： 2018 年 5 月 8 日（火）14:00-16:00 

◎場  所： 各 PCから接続 

◎出席者：  

３３０複合地区ＹＣＥ委員長     岩本  和博 

３３１複合地区ＹＣＥ委員長    柳 澤   豊 

３３２複合地区ＹＣＥ委員長    関 根   信 

３３３複合地区ＹＣＥ委員長    小 吹   勇 

３３４複合地区ＹＣＥ委員長    矢野  喜一（世話人） 

３３５複合地区ＹＣＥ委員長    吉 田   宏（副世話人） 

３３６複合地区ＹＣＥ委員長    橋本  充好 

      ３３７複合地区ＹＣＥ委員長     吉原  俊樹 

 

◎ 議 事：  

会議に先立ち、接続確認を行った後、矢野世話人からご挨拶があり。 

１． 夏期交換 

(A)  派遣生 

(1) 最新派遣人数の確認 

 別紙１の通り確認された。 

(2) 追加、取消、行き先変更、遅れ出発について 

最新の変更を確認した。 

(3) 各窓口からの出発前連絡事項 

 別紙 2 が確認された。 

(4) リーダー・サブリーダーリスト 

別紙 3の通り最新リストを確認した。 

(B)  来日生 

（1） 来日生人数 

 最新の来日人数一覧（別紙 4Ａ）が確認された。 

ＭＤ4〔ＭＤ330 窓口〕：  

 ＭＤ330 窓口から、別紙 4Ｂの通りの配分計９名が確認された。うち追

加１名（ＣＡＪ-11）は、ＭＤ330 で受入れる報告があり。 

 ＭＤ333から、受入れ予定１名について、来日予定の４週間（7/8-8/8）

のうち、最初の１週間をＭＤ330 でホストしてもらい、その後の３週間を

ＭＤ333 でホストするお願いがあり。ＭＤ330 から追って返答のある見

込み。 

フィンランド〔ＭＤ334 窓口〕：  

ＭＤ331 からの来日生配分１名が取消、０名となったことが伝えられた。 
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（2） 来日生情報 

最新情報は別紙 5の通り。 

（3） 来日生ホストファミリーフォーム改訂版（別紙 6） 

本年度２月掲題フォーム改訂版がＭＤ335 から配信、従来のホストファミリーフォー

ム及びホスト家庭名簿に替え、今期からの使用がお願いされている。ＭＤ330 岩本

委員長から、すでに従来のフォームで提出されている場合について質問があり。吉

田副世話人から、事務処理の簡素化のため、なるべく今夏期からの使用がお願い

された。 

２． ＹＣＥ全体の申し送りについて 

事前のアンケート結果を確認し意見交換した。以下の通り申し送る。 

＜旅のしおり＞ 

ＹＣＥ派遣生のプログラム参加には「旅のしおり」を含む事前配布資料の熟読、

準備が重要であり、担当の幹事旅行社からなるべく早期の送信が望まれる。 

＜来日生の帰国時前泊について＞ 

帰国時フライトの都合により前泊を要する場合の費用負担について意見交

換を行った。8ＭＤで一律の対応を申し合わせるべきとの意見があり。また、

来日生に一律共通して発生するものではなく、相手先国側の事情等もあり、

日本国内でのみ申し合わせても実情に合わない可能性が高いとの意見もあ

り、意見一致には至らなかった。 

＜各種フォーム及び資料＞ 

事務処理簡素化のため、以下の通り現状に合わせ変更を一同了承した。 

また、各ＭＤ内で使用しているＹＣＥ各種フォームがそれぞれ異なることから、

必要書類作成や確認など実務に時間と手間がかかっており、電子化及び統

一化するなど今後一層の実務合理化が望まれる。 

 派遣アプリケーションフォーム統一： 

従来２種類が使われ、紛らわしかったため、ヨーロッパ型電子フ

ォームのみ使用に統一する。 

 来日ホストファミリーフォーム改訂版利用： 

本年度夏期から改訂版を使用、ホスト家庭名簿を廃止する。 

 リーダー・サブリーダー手引き： 

手引き文中に記載の「This is YE」を、現在あまり使用のない書

籍名なので削除する。 

 派遣オリエンテーション資料（別紙 7）： 

「ＹＥ活動の目的」及び「パーソナルコンピューター及び携帯電

話の持参についての申し合わせ事項」について、現状に合わせ

て内容見直しを行った。 

 役員必携へのＹＣＥ関連記載について： 

数年前ＹＥからＹＣＥへの変遷及び国際ユースキャンプの概要

についての関連記載が削除されている。地区やクラブからの問
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合せがあるため、次回作成時に追加掲載が望まれる。 

＜ＭＤ330 からの申し送り事項＞ 

本年度からＭＤ４夏期派遣期間について、現地窓口からの依頼により、サマ

ーホリデーに重なりホスト家庭不足であることなどから、従来のキャンプを含

めて約４週間の日程から３週間に短縮となった。来年度以降の時期及び人

数についても近年は流動的で追って交渉予定との説明がＭＤ330 岩本委員

長からあり。 

 

＜ＭＤ333 からの申し送り事項＞ 

 近年ＭＤ内に夏期来日生約３０名を受け入れていたが、ホスト家庭を

探すことが非常に難しくなっており、来年度から２５名とする見込みで

あることがＭＤ333 小吹委員長から伝えられた。 

 ＭＤ４（ＭＤ330 窓口）ホストを探す上で、来日生情報をなるべく早期

に受入れＭＤへ送信するお願いがあり。 

 

以上 


